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手術直後

間の延長や出血量の増加は極力避けるべきでもある.

偽関節を防ぐためにどの程度の正確さが要求されるか

について,ラグスクリューの刺入位置に関してはTip

-apex distance等の発表゜,玲、あるが,整復位につい

ては一定の指標となり得る、のがない.解剖学的整復

位を目標とするが,それを得るために患者への侵襲が

大きくなりすぎては機能・生命予後をかえって悪化さ

せること、懸念される.

整復位を改善・維持する方法としては,①術前の徒

手整復②術中の圧迫等の徒手整復追加③Ki羚Chner

Wire による joy stick 法④エレバトリウム等による骨

片の直接圧迫⑤K廿Schner W廿e による関節や骨片問

の一時固疋(@Kirschner wire とネイノレ1こよる block

Pin法⑦骨頭の回旋不安定性がある症例では骨頭への

スクリュー固定の追力小や, U ブレード付きのラグス

クリューの使用りこよる固定力の強化などがある.

現在,当院では上記の手技を組み合わせることで,

より良い整復位をより低侵襲で得られるように工夫し

ている.以前には整復困難と考えていた症例でもこれ

らの手技である程度は整復できるようになったが,骨

折型により有効な手技と無効な手技があり,その選択

については模索が続いている.

今後の課題として,カットアウトを予防し,術後成

績を向上させるにはどの程度の整復位が要求されるの

かの研究とともに,症例に応じて最小侵襲で必要な整

復と安定性が得られるように,整復・固定手技の工夫

と各々の手技の適応についてのさらなる検討が必要で

ある.
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症例

健診の胸部X線写真から右側大動脈弓の診断に至った1例

熊谷奈津子D 番場 誉 林俊行D

D 長野中央病院

要旨:健診の胸部X線で異常陰影を指摘され,胸部CTにて右側大動脈弓の診断に至った]例を経験

したため,画像診断や考察を含め,とこに報告する.

K町 Words:右側大動脈弓,先天陛心疾患

はじめに

日常の胸部X線写真の読影において,大動脈奇形に

遭遇することがある.このような先天性疾患は大部分

が無症状であり,画像検査で偶然発見されること、多

い.大動脈弓奇形には多くの種類の奇形が報告されて

いるが,実際に臨床でみられる奇形の種類はさほど多

くはなく,重複大動脈弓や右側大動脈弓が有名である.

今回,我々は健康診断の胸部X線写真にて異常陰影を

指摘され,当院でのCT検査にて右側大動脈弓の診断

に至った1例を経験したのでここに報告する.

例症

長野中央病院医報,4 29~30,2011

症例:15歳女性

現病歴: H22.6月の高校1年時の健康診断で撮影し

た胸部X線写真で異常陰影を指摘され,当院を初診し

た.

既往歴:特記すべきものなし

家族歴:特記すべきものなし

来院時現症・検査所見

意識清明体温:36.8゜C

血圧:96/64mmHg 脈拍56拍/分・整

肺音:清・副雑音なし

心音:整・雑音なし

心、電図: normalsinusrhythm 正常軸

血液検査所見:異常なし

胸部X線:気管分岐部より右上方に結節影を認め,気

管を左但川こ圧排しているようにみえる.

心工・コー:心奇形など異常所見なし

胸部X線のとのような異常陰影の鑑別診断として以下

の疾患を挙げ,胸部造影CTを施行した.

・縦隔腫傷

上縦隔腫傷:胸腔内甲状腺腫・胸腺腫・神経原性腫

傷

前縦隔腫傷:胸腺腫・異所性甲状腺腫・】丕細胞腫

傷・心膜嚢腫・悪性りソパ腫

(受領日 2011.5.4)
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胃婁患者の動向

自宅 47
22ツ

杉原 大輔

当院2005年1月~2008年6月

胃婁造設患者の動向:患者数計216人

結 ロロ

半固形化栄養剤患者は,長野市域の約半数の施設で

受け入れが不可能であった.今後は,半固形化栄養剤

の重要性を広め,より多くの施設で受け入れが可能と

なるような啓蒙活動が必要である.

転院 48
22%
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著者

松村

新井安芸彦

祐
Pulmonaty artery dissecition associated with pul、
monary artery fistulae

下田

健康診査で評価した頸動脈IMTによる動脈硬化予防
のためのりスク解析

田代興一

題

CRPSの手指拘縮に対するステロイド併用局所静脈

麻酔下非観血的関節授動術の治療成績

芸心、
而冊

木下幾晴

名

内視鏡的結禦術を施行したDiffuse

ectasia の一伊」

小島英吾

文

外川正海

中小一般病院でのESD トレーニソグ

縢管との交通を認め九肺MCNの一例

複数の嚢状冠動脈瘤を伴う冠動脈肺動脈瘻の1手術例

Interactive cardiocascular And Thoracic

Surgery

antral vascular

(2010.1.1~2010.12.31)

Neuroson010gy 22(1) 4-10.2009

書籍・雑誌名

日手会誌

2010

Endoscopic Forum for digestive disease
2010 26住):27-32

第26巻第 6 号 529-533

消化器医学 2010

肝胆縢画像 2010 12⑥ 753-760

心臓第42巻第5号

8

信





症例

内視鏡的結紫術を施行した Diffuse 即tralvascularedasia の一例

要旨:症伊川ま61歳,男性.20叫年にアルコール性肝硬変と診断された際内視鏡検査にてdi丘
antral vascular ectasia (DAVE)を認めた.2009年に Hb5.8g/田と著明な貧血を契め, DAVE か
らの出血と診断された. DAVEはWatermelon stomach とと、にGastric antral v l t

(GAVE)の]タイプとされる.近年海外では, GAVE に対し内視鏡的結禦術(end。SC。 ic b nd
Iigation, EBL)を行い優れた効果を得たという報告が見られる. とのためわれわれはEBLを行った.
しかし3力月後に再度貧血の進行を認め,内視鏡検査でDAVEの残存を契めたため,雛。n l

Coagulation (APC)を行った.以降貧血の進行は認めていない. GAVEに対する内視芽治療は
APCが広く施行されているが,高頻度に再出血を来し,頻回の治療を要することが多い.これに対
しEBLは,異常血管のある粘膜及び粘膜下層を疲痕化させるため優れた止血効果が期待されるし.
かし広範囲のDAVEを結禦するととはAPC治療に比して困難であり,残存領域が再出血の原因と
なる可能性が考えられた.

田代興一D 小島英吾D 太島丈洋D
松村真生子D 木下幾晴D

D 長野中央病院消化器内科

長野中央病院医報,4:89~93,20Ⅱ

Key words : Diffuse antral vascular ectasia,内視鏡的結桑郁i (Endoscopic band Ⅱgati。n)

出血'性の gastric antral vascular edasia (GAVE)

に対する内視鏡的治療は, argonplasmacoagulation

(APC)が広く施行されている力い,高頻度に再出血

を来し,頻回の治療を要するととが多い.今回われ

われは, diffuse antralvascularedasia (DAVE)に

ヌ寸する内視鏡的結桑術(endoscopic band Ⅱgation,
EBL)を経験したので報告する.

緒

症伺上 61歳,男性.

主訴:息切れ,黒色便.

既往歴:1990年に糖尿病を指摘され内服加療を受けて

いた.2004年にフルコーノン陛肝硬変を指摘された.

同年食道静脈瘤に対し内視鏡的硬化療法が行われた.

生活歴:喫煙:なし.飲酒:以前は日本酒1日1合程

度であった力:,2000年頃から2004年まで日本酒 1 目

1升飲用していた.以降禁酒してぃる.

家族歴:父が糖尿病,アルコール性肝硬変

症

現病歴:2004年にアルコーノン性肝硬変で当院紹介され

受診した.その際に行った上部消化管内視鏡検査に

て,幽門前音醗こわずかな発赤点を数か所に認めた

(Fig.1)ため, DAVE と診断した.しかし貧血は

認めなかったため無治療にて経過観察を行った.そ

の後内視鏡所見では,経時的に発赤点はびまん性に

認められるようになっていた.2008年より徐々に

Hb値の低下を認めるようになり鉄剤を処方した.

20四年4月に息切れと黒色便を訴え受診し, Hb5.8

創d1と著明な貧血を認めたため入院となった.

現症:身長169 Cm,体重76.5 kg.血圧N2/84

mmHg,脈拍77bpm,体温36.6゜C.意識清明.羽

ぱたき振戦は認めない.眼驗結膜に貧血を認めた.

腹音Ⅲま膨隆していた.腹部圧痛は認めなかった.

血液検査所見: Hb5.8g/d1と貧血を認めた.血d寸反

低下,低アルブミソ血症,軽度腎機能障害を呈して

いた(Table l).

上'下部消化管内視鏡所見:上部消化管内視鏡検査で

は,前庭部より胃角音隣こかけてびまん性に発赤点を

認めた(Fig.2a).送水により容易に発赤点より湧

出性出血を生じた. N別拡大観察で各発赤点は粘

膜表層血管の拡張として認めた(Fig.2b).発赤点

例

(受領日 2011.5.27)
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5階病棟

発表者・共同演者氏名

渡辺住代

0山本由美子,北澤孝子1重篤な脳幹部出欠患者の在宅に向けての援助

長田砂代子

曽川広亮

1転院患者の排池状況調査

0渡辺住代,伊藤公恵,

内藤けさみ

学会・研究会・学習会報告

栗田英幸

回復期りハビリ病棟で働く介護士の意識調査

タ イ

早川瑠美

5階病棟での休日りハビリ,立ち上がりの紹介

佐藤恵子

ノレ

1市圃浣患者の判W世伏万例§査~]人でも多くの自宅退院を目指して 12010年度法人症例発表会
J^

清水あゆみ

1重度麻悼の残る脳卒中患者・家族との関わりから学んだ12010年度卒後3年目症例発表会
こと

士屋美貴

1障害のある子供を介護する母親を通して学んだとと~介:2010年度卒後3年目症例発表会
護者にとっての介護軽減とは~

手術室

1食事療法を守れない患者を、つ妻への援助から学んだこ12侃0年度卒後2年目症例発表会
と

1在宅介護を行なう家族と関わって学んだとと

1第20回全日本民医連神経りハビリ途mω]ν12~玲

テーショソ福干多巳4さ

名

発表者・共同演者氏名

岡宮美満

1長野県民医連第13回学術運動交流 1201ν2/19

11集、釜さ

自宅退院に向けた家族指導を行って学んだとと~家族の12010年度卒後2年目症例発表会
希望を尊重する看護の大切さ~

茂野亜矢子

12010年度長野県連看護介護研究 12田ν3/Ⅱ
1講座

岡宮美満

日

名

1第5回長野地域連絡会学術運動交 12侃νν15
1流集会

佐藤真由美

1長野中央病院の心カテ室運営にっいて

北澤要子

日 時

患者に寄り添った術前訪問を目指して

佐藤真由美

1心カテ業務における看護師の役割

タ

石橋瑛里

1意識下主述を受ける患者の不安軽減への援助~術前オリ

ニソテーシ"ソパソフレット作成,配布を試みて~

イ ト

深澤玲子

時

1手術室における 5 S活動

ノレ

:2010年度卒後2年目症例発表会 12田νν18

河野園子

1意識下主述を受ける患者の不安軽減への援助~術前オリ12010年度
エソテーショソパソフレットイ乍成,配布を試みて~

1 2田V2/22

健康管理科

1局所麻酔下で手術を受ける患者の看護~鎮痛効果が十分120]0年度卒後2年目症例発表会
に得られなかった患者との関わりを通して~

1 2侃ν2/15

発表者・共同演者氏名

1高度難聴のある患者を受け持って~術前訪問から術後訪12010年度卒後2年目症例発表会
問までの関力りを通して学んだこと~

高橋幸子

1 2田ν2/15

1 第 3 回中日本 Case RevieW 12010/5/15
: course

松野千恵美

1術前・術獅加司から学んだこと~不安4)ヲ金い患者を受吋持って~ 12010年度卒後1年目症例発表会 1 20]1/2/25

12侃νV18

長野中央病院医報 V01.4

1第31回長野県看護研究学会

湯井智美

1長野県民医連第13回学術運動交流 12侃ν2/19

1集会

学会

20U/ν18

名

1禁煙外来卒煙著の禁煙状況調査報告とその後のフォ

12010年度長野県連看護介護研究 12飢ν3/Ⅱ

1講座

102

1特定保健指導

1第5回長野地域連絡会学術運動交 1201νν]5
1流集会

日

1新たな企業健診のコース設定とその実施・評価.利用し

やすさと業務改善を目指した取り組み

タ

時

イ

1 2010/1ν12~13

これまでのまとめ

ト

法人症例発表会

ノレ

1 20]ν2/22

1コ^ 1第10回全日本民医連看護介護活動 12010nω24~25
1研究交流集会

12侃νν]8

学

1長野県民医連第13回学術運動交流 120]ν2/19
1集会

1201νν18

1長野県民医連第13回学術運動交流 1201ν2/19
1集会

会



発表者・共同演者氏名

湯井智美

0堀内絵里子,荒井典子1長時間労働と喫煙者の調査を行って

師長室

発表者・共同演者氏名

タイト ノレ

1新たな企業健診のコース設定とその実施・評価.利用し

1やすさと業務改善を目指した取り組み

笠原洋子

血液浄化療法センター

学会・研究会・学習会報告

発表者・共同演者氏名 イタ ノレ

0辰野晃子,山本秀子, 1療法選択への介入
PD担当者・一同

0宮下健,番場裕一, 1ノソETCF透析液清浄化システム(第3幸勵
血液浄化療法セソター

・一同,臨床工学科一同 1

1職場を巻き込んだ参加県研修を試みて一職場にアイデア
を広げよう計画一

0吉岡智史,林吉成, 1 シ十ソトトラブルスコアリソグを用いたVAの評価
天野雄司,小林泰子,金 1

澤孝一,宮下健,有賀

陽一,山本秀子,内科,

中山一孝,島田美貴,近 1

藤照貴

0小林美由紀,須藤清 1業務分担の見直しによる業務運営の効率化
美,山本秀子

0伝田珠美,宮下健, 1 当セソターに船けるイソフルエソザ対策の実際
山本秀子,内科,中山

・一孝,近藤照貴

タ イ

学会

ト

名

1第5回長野地域連絡会学術運動交1
1 所[工柊14ト

1第郭回目本透析医学会学術集会

ノレ

名

12010年度法人症例発表会

日時

1 2009/5/]0

学会

12010年度組合員・職員の協同でっ 12010/1ν5~6

くる医療福祉生協らしい看護活動1

1 づぐ薪、し釜§

1 全日本民医連りハビリテーシ"ソ 12009/H/27~28
1研究会

臨床工学科

学会

発表者・共同演者氏名

0吉岡智史他

日時

2田Vν15

学会

山岸大祐

山岸大祐

1 201ν2/22

名

名 日時

1 第54回日本透析医学会学術集会・ 12009/6/
1 11念1{§;

1第54回日本透析医学会学術集会・ 12009/6/
総会

0吉岡智史他

リハビリテーション科

日

1人工呼吸器の安全管理

時

発表者・共同演者氏名

平沢利泰ST

1第57回長野県透析研究会

1第12回長野県民医連学術交流集会:

当院臨床工学科におけるぺースメーカーチェック業務

当院臨床工学科におけるぺースメーカーチェック業務

学会

士屋聡美OT

タ

シ十ソトトラプルスコアリソグを用いたVAの評価

イ

広瀬亜美ST

1 2010/6/18

1第57回長野県透析研究会

1第12回長野県民医連学術交流集会

1第認回長野県透析研究会学術集会 12侃0/10/3

1第13回長野県民医連学術交流集会1

名タイト ノし

1視床出血による皮質下病変で全失語を呈した症例の長期1日本言語聴覚学会
1経過

Ipushet現象を呈した患者への縦手すりの検討

ノレ

西澤一弥PT

日時

1 2009/6/13~N

倉坂美和OT

20四/10/11

103

1継続した口腔ケフや直接剤蠣東によって経口摂取カミ改善い全日本民医連りハビリテーシ,ソ 120的nν27~器
た]症例 1研究=

1重度右片麻輝,全失語症例の経験~歩行動作の定着に模 1全日本民医連りハビリテーシ,ソ 120仭ノ]ν27~28
1倣を活用~ 1イ肝多毛ユ=

1脳卒中後遺症者の自動車運転の現状ーアソケートおよび1長野県作業療法学会 1 2010/3/6~フ
1机上評価からー

2011

1第19回日本臨床工学会

1 2009/]0/11

1第26回循環器懇話会 1 2009/]2/5

1第74回日本循環器学会総会学術集 12侃0/3/フ
ノノ、
ユゞ




















































































































































